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1 はじめに

近年、ニュースは、新聞やテレビ放送だけでなく、

多様なニュースサイトからも発信される様になってき

ている。また、これらのニュースを読む手段としては、

Google News1のようなニュースアグリゲーションサ

イトを利用するユーザが増えている。これはユーザに

とって便利である反面、従来のように記事の配信元が

普段どのような報道スタンス（右寄り、左寄り）から

論じているかを認識して、記事を解釈することを難し

くしている。また、多くのユーザーやニュースサイト

は、すべてのトピックについて、一貫して同じ様なス

タンスを持つわけではないため、ユーザの興味を反映

させた上で、ニュースサイトの分析を行う必要がある。

本研究では、個別の興味を持ったユーザに対して、

多様なニュースサイトの報道スタンスについての複数

の観点に基づく情報を提供することで、ニュースの読

解を助けることを目的としている。本論文ではまず、

我々がこれまで行ってきた、話題に対する特定の賛否

に注目したニュースサイトの分析 [1]について紹介す

ると共に、多次元尺度構成法（MDS）[2]による多次

元データの可視化結果をユーザの興味によりインタラ

クティブに操作可能とする SIRIUS[3]を紹介する。さ

らに、この手法を用いて 2016年のアメリカ大統領選

の記事データを対象に実験を行い、その結果について

考察を行う。

2 ニュースサイトの比較分析

我々はこれまで、特定のトピックに対するニュース

サイトの記事の賛否の割合に注目し、アメリカの 2016

1https://news.google.com

年大統領選のトランプ氏とクリントン氏のような異

なるトピックに対する賛否の割合を比較することで、

ニュースサイトのスタンスを分析する方法を提案した

[1]。しかし、賛否の割合による表現はニュースサイト

の大まかな報道スタンスを表現するためには十分であ

るが、ある候補者に対するニュースサイトのスタンス

が似たようなサイト同士でも政策によっては賛否が異

なる場合があるため、それぞれのニュースサイトの特

徴を理解するには不十分であった。

3 SIRIUSによる多次元データの

可視化

多次元データの可視化の代表的な手法として、多次

元尺度構成法 (MDS:Multi Dimensional Scaling)[2]が

知られている。この手法では、データ間の距離を用い

た距離行列に関して、変換前後で各データ間の距離の

差が最も小さくなるように変換する。しかし、データ

を分析するにあたって異なる興味を持ったユーザが、

同じ定義の距離を用いた場合にそれぞれの目的に応じ

た結果が得られないことがあるため、興味に応じた適

切な距離を定義し、新しい可視化結果を得る方法が提

案されている。SIRIUS[3]は、この距離の定義をユー

ザが類似している（距離が近い）、または、類似してい

ない（距離が遠い）と考えるペアの情報を与えること

により、ユーザーの興味を反映した重みを各次元に付

与した距離を計算し、その距離関数を用いた重み付き

MDSによる可視化を行う。また、データの転置行列

に対して、同様にMDSによる次元圧縮を行うことで、

属性間の類似性を示すプロットが可能となり、ユーザ

の曖昧な類似性に関する基準を理解するためのフィー

ドバックを行うことができる。ユーザはこの結果を見
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ながら、さらなる操作を続けていくことで、より興味

を反映した可視化結果を得ることができる。

4 提案手法

4.1 ユーザの興味を反映したニュースサイ
トの可視化

我々の従来のシステム [1]では、主に、比較対象と

なる話題（大統領選挙の 2人の候補）に対する賛否の

割合の違いに基づいた可視化を行っていたが、ニュー

スサイトを詳細に分析すると、全ての話題において賛

否のスタンスが一貫しているようなサイトのみではな

く、話題（外交・経済など）ごとに、賛否の割合が違う

ようなサイトも多く存在した。これらの話題ごとの違

いを分析するためには、話題を考慮したスタンスの違

いを議論することが必要となる。また、分析するユー

ザの興味（例えば、外交にのみ興味がある）を考慮し

たニュースサイトの比較のための可視化を行うことで、

より詳細な分析が可能となる。

このユーザの興味を扱うために、ニュースサイトに

対して、全ての話題に対する賛否ではなく、トピック

を考慮した賛否の情報を付与するとともに、SIRIUS

を用いることで、ユーザの興味を反映した距離を用い

た分析を可能とする枠組を提案する。

4.2 News Genre Polarity-based

Stance Matrix

前節で述べた可視化を行うためには、ニュースサイ

トの記事全体の賛否の情報ではなく、トピックごとに

分類した賛否の情報を利用する。本研究では、汎用

的なトピックとして、多くのニュースサイトにおいて

用いられているジャンルの情報をトピックとして利用

する。このジャンルごとの賛否の情報を以下のような

News Genre Polarity-based Stance Matrix（NPSM）

により表現する。

NPSM =

pos1 pos2 · · · posm

neu1 neu2 · · · neum

neg1 neg2 · · · negm


mはニュースのジャンルの数、posi、neui、negiはそ

れぞれジャンル iの肯定的、中立的、否定的な記事の

割合を表す。

4.3 記事とジャンルのマッピング

記事をジャンル別に集計するにあたり、それぞれの

記事に対して、ジャンルの情報を付与する必要がある。

多くのサイトではサイトごとに独自のカテゴリ構造を

持っており、それに沿って記事を分類・整理している。

本稿ではいくつかのニュースサイトを参考に、7つの

ジャンル (政治 (pol)・国内 (dom)・国際 (int)・経済

(eco)・科学 (sci)・ライフスタイル (lif)・エンターテ

インメント／スポーツ (e/s)) を設定し、一つの記事に

対し、これらのジャンルのうちどれかひとつを割り当

てることとした。

これらのニュースサイトでは、記事の URLは単な

る idではなく、カテゴリに相当する名前をディレク

トリや URLの一部に含んだり、記事のタイトルに相

当するような文字列を URLに含むものがほとんどで

あった。本文を収集するコストが非常に高いため、今

回は、このURLのみを用いたジャンルの分類を行う。

具体的には、URL中のディレクトリ名にカテゴリ

の情報を含むものは手動で設定したキーワードとのパ

ターンマッチングによりジャンル分類を行い、さらに

ジャンルとURL文字列に関する教師データを作成し、

それ以外のものについては、URLからサイト名を取

り除いたものを用いた BERT[4]によるジャンル分類

システムを構築する。

4.4 SIRIUSによるプロット

上記のジャンル分類を行うことで、既存のシステム

で利用していた賛否の割合のデータを NPSMに変換

することができる。この行列を一行のベクトルに並べ

なおすことにより、サイトごとの SIRIUSの入力デー

タとする。その結果、ニュースサイトの類似性を表現

する可視化と、類似性を検討する際の賛否の情報の関

係性を同時に可視化して、ニュースのインタラクティ

ブな分析を行う。

5 実験

5.1 GDELTからのメタデータの収集

アメリカのニュースサイトを中心に、報道の偏り

と質に関する情報を提供しているMedia Bias Chart

5.12に掲載されていたサイトに関して、[1]と同様に、

2https://www.adfontesmedia.com
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GDELT3 から記事データを収集した。この記事データ

のうち内容にドナルド・トランプ氏あるいはヒラリー・

クリントン氏は関係があるか否か、記事の配信された

日付、URL、GDELTが本文に使われている単語から

計算した Polarityの値を収集した。データは 77サイ

トについて、2016年 9月 1日～2016年 11月 31日の

期間内ものである。

5.2 BERTによるジャンル予測

記事の URL中のディレクトリ名にカテゴリの情報

がないものについて、ジャンル分類を行った。ここで

の学習時の記事はサンプル数を確保するためにトラン

プ氏・クリントン氏に関係するとされていない一般的

な記事も教師データの一部として用いた。

事前学習のモデルには 2018 年に Google によって

公開された 12層、768次元の隠れ層、ヘッド数 12の

Uncasedモデル4をファインチューニングして利用し

た。ファインチューニングの際には教師データを 6:2:2

の割合で訓練セット、開発セット、テストセットとし、

URLに含まれる内容を表す文から各ジャンルに予測

される確率を算出し、その確率が最も高かったものを

その記事のジャンルとして割り当てた。テストデータ

に対する各種評価指標の値を表 1に示す。

表 1: 記事のジャンル分類におけるテストデータに対

する予測の性能評価
precision recall f1-score support

pol 0.96 0.86 0.91 8304

dom 0.74 0.79 0.76 2970

int 0.90 0.87 0.88 3286

eco 0.76 0.86 0.81 2833

sci 0.86 0.87 0.87 3147

lif 0.84 0.93 0.88 2882

e/s 0.88 0.89 0.88 3169

accuracy 0.87 26591

5.3 SIRIUSによるプロット

SIRIUS[3]により、ユーザによる操作を反映した対

象（ニュースサイト）と属性（賛否とジャンル）のイ

ンタラクティブな可視化を行う。ここではドナルド・

3https://www.gdeltproject.org
4https://github.com/google-research/bert

トランプ氏に関する、BERTによるジャンル予測が行

われた記事も含めた記事のデータを用いた。分類方法

と記事数の内訳は表 2の通りである。

表 2: 分類方法別記事数
手動で分類した記事数 24564

BERTによって分類した記事数 120440

全記事数 145004

5.3.1 距離の操作

距離の操作に関して、図 1 は右寄りのサイトと

左寄りのサイトの特徴を分析することを想定し、

Media Bias Chart 5.1 にて、右寄りと評価され

たサイトのうち theamericanconservative,newsmax,

theblaze,washingtontimes,infowars,politico,thehill の

7 つを平面の角に、左寄りと評価されたサイトの

うち cnn,nytimes,washingtonpost,alternet, counter-

punch の 5 つを反対の角に移動させたのちに再度プ

ロットしたものである。結果からは、操作によって近

い位置に移動されたサイト同士の距離は近い位置関係

を維持しており、他のニュースサイトも類似度の高い

サイトの近くにプロットされた。属性に関しては否定

的（neg）なジャンルがそれぞれ離れた位置にプロッ

トされており、ニュースサイトの右寄り左寄りの違い

が各ジャンルの否定的な記事の割合によって特徴付け

られるものと考えられる。

5.3.2 重みの操作

重みの操作の関して、ユーザが賛否に関わらず特定

のジャンルへの関心がある状況を想定し、国際（int）

ジャンルの記事の重みを大きく変更し再プロットした。

結果を図 2に示す。図から対象に関しては、foreign-

policy.com のノードが大きく、他の対象と離れた位置

にプロットされた。国際ジャンルに強く興味を持って

いるものとして現れたと考えられる。属性に関しては

否定的かつ国際（neg-int）が他の属性と離れた位置に

プロットされた。

6 おわりに

本論文では多様なニュースサイトの報道スタンスの

特徴や類似性をユーザの興味を反映しながら分析する
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図 1: 右寄りのサイトと左寄りのサイトをそれぞれ近い位置に移動した後に再プロットした結果

図 2: 国際（int）トピックの重みを大きくして再プロットした結果

手法を提案した。今後の研究としては、ニュースサイ

トの特徴をより具体的に分析するために、トピックに

関わるイシュー別のスタンスなどを考えている。
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